
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 皆さま、本日もみぞか号への 

ご搭乗ありがとうございます。 

早いもので、今年も残り 2 ヶ月。

そろそろ大掃除の準備もしな 

きゃなぁ、と毎年そう思いなが

らギリギリになってしまう山口

です(^^ゞ 

       さて、今月は 

      山口が地元熊本で      

      伝統工芸の『肥後
ひ ご

   

      象嵌
ぞ う が ん

』体験をして 

      参りました♪体験 

      させていただいた 

      お店は『肥後象嵌   

      光
み つ

助
す け

』。「肥後象嵌」

は、肥後藩主・細川三斉公が近

江の国より鍛冶工・平田彦造を

迎え、武具を造らせたことに始

まります。こちらのお店は、江

戸時代より代々鍛冶屋として刀

の鍔
つ ば

等を納めていました。現在

の屋号「光助」は、明治 7 年 

初代大住伊
お お す み い

吉
き ち

が肥後象嵌師とし

て創業しました。以来、400 年余

現在に受け継がれています。 

 今回は、ネックレスのトップ

を作ってきました♪教えて下さ

ったのは、4代目 大住裕司さん。

くまモン型・熊本城型・丸型の

3 種類の中から、私は丸型を選

びました。「象嵌」とは、「物に

物をはめ込む」という意味で、

肥後象嵌は「熊のさ鉄」に 

「純金」「純銀」がはめ込まれて

います。私が体験したのも、こ

の「象嵌」の作業です。次に 

工程をご紹介致します（*^_^*） 
 
～肥後象嵌が出来上がるまで～ 
①布目切り 
タガネ（鹿の角）を使って、鉄にヤス
リ状の刻みを入れます。この刻みがあ
ることで、純金・純銀が綺麗に素材に
はまります。 

 

 

 

②デザイン 

①に様々な形に打ち抜かれた純金・純

銀をのせ、デザインしていきます。大

きさ約 2～3mm の桜の花びら、星、ハー

ト、ダイヤ、丸等さまざまな形があり

ました。丸型はこれらの純金・純銀を

自分の好きなように素材にデザインし

ていきます。 

 

 

 

 

 

③象嵌 

②でデザインした純金・純銀をタガネ

（体験ではプラスチックのものを使用

します。）と金槌で丁寧に素材に打ち込

みます。1 つ 1 つ打ち込んでいくので、

デザインがずれないように、仮止めを

した後、打ち込んでいきます。金槌を

タガネに垂直に打ち込まないと、上手

く素材にくっつかず、難しかったです。 

 

 

 

 

 

 

 

④磨きだし 

純金・純銀部分だけを専用の道具を使

って磨きだします。ちょっとためらっ

てしまうかもしれませんが、③で純

金・純銀がしっかり打ち込まれている

ので、大胆に素材をゴシゴシ磨きあげ

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

⑤錆
さ び

だし 
錆液を塗った素材を火で暖めて、赤錆

を出します。あえて錆を出すことで、

出来上がりの際、綺麗な黒色となりま

す。 

⑥お茶だき 

お茶（タンニン）で煮出し、錆止めし

ます。 

⑦すじ打ち 
陰影をつけるために彫刻して仕上げて

いきます。 

 

 

 

 

⑧完成～❤❤❤ 

打ち込んで出来上がった 

ものをお店でさらに加工 

して、ピカピカの象嵌が 

出来上がりました～❤ 

 

 

以上が大まかな工程ですが、そ

の他にも素材をはめ込む土台作

り、純金・純銀の型抜き等細か

な工程を経ているので、1 つの

作品に 2～3 週間ほどかかるそ

うです。私が体験したのは、③

④の工程と一部でしたが、1 つ 1

つが手作業で丁寧に作り上げら

れているからこそ、何年経って

も変わらず純金・純銀の美しさ

を保つことができるのだなぁ、

と実感しました。「光助」さんで

は、ネクタイピンやブローチ、

帯止め、印鑑等、現代でも親し

みやすい作品が多く並んでいま

した。体験もできますが、オー

ダーで自分だけのオリジナルの

記念品をお願いすることも出来

ます。 

 普段なかなか伝統工芸に触れ

る機会はありませんが、お侍さ

んの時代から、今の私たちまで

変わらぬ技法で受け継がれてい

ることを体験でき、当時と繋が

れたような不思議な気持ちにな

りました。皆様も是非、伝統を

体感してみませんか？(^O^)／ 

『肥後象嵌 光助』 

TEL：096-324-4488 

営業時間：9:00～17:00 

    土日祝 10:00～16:00 

店休日：なし（年末年始はお休み） 

 NO.191 
担当❤山口 

4 代目 

大住裕司
さん。 



 

 

                           ♪場所♪ 熊本県熊本市西区松尾町平山 592 

                        ♪電話♪096-245-8187 

                        ♪営業♪11:00～17:00 不定休 

天草から熊本行きでは、着陸約 5 分前に左手に、熊本から天草行きでは、離陸約 5 分後に右手に見えて

くる「金峰山
き ん ぽ う ざ ん

」。金峰山のふもとに私の好きなカフェ「ココペリ」さんがあります。学生の時から時間

があれば通っています♪オーナーご夫婦の旦那様がイギリスの方で、古民家を全てご自身で改装され

たそうです。中に入ると、アンティークの雑貨や木の温かいカトラリーが並んでいます。スタッフの

方もとても気さくで笑顔が素敵です（*^_^*）もちろん、ご飯もとっても美味しいです❤この日私が食

べたのは「角煮プレート」。やわらか～く煮込まれたお肉は、おさじでほろほろくずれるほど❤体に優

しいお味です。ゆったりとした時間がながれるお店で、いつまでもいたくなるお店です♪ 

ちょっと遠出して美味しいランチを食べにいきませんか？（*^_^*） 

 

♪♪♪さんたコス割♪♪♪ 

          Ho～Ho～Ho～！クリスマス期間限定の楽しい 

              運賃じゃよ♪ 

              平成 28年 11月 25日（金）～12月 25日（日） 

              片道 3,000円 

              ご利用日当日、搭乗手続きから到着までの間、 

              サンタクロースの衣装（帽子・サンタスーツ（上下                               

                  服）もしくはワンピース）でご搭乗のお客様が対象 

              です。 

    ★お問い合わせ・ご予約は天草エアライン予約センターまで★ 

       TEL ０９６９－３４－１５１５（９：００～１８：００） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  皆様、本日もご搭乗ありがとうございます♪客室乗務員の村上です。 
  今年も残りあとわずか・・・1年って本当にあっという間ですね(>_<) 
  今年は皆様にとってどんな１年でしたか(*^_^*)？私も振り返ってみました☆+。*-☆*。+☆ 
  昨年の今頃はちょうど、この機体（ATR）の訓練をはじめ、準備でバタバタしていて、 
  この１年は特に早く感じました！初めてこの“ATR みぞか”が熊本に来たのは昨年の夏。 
  以前の DHC8 よりふっくらした可愛いみぞか♡ 
＊ 乗降口は機体の後方(゜o゜) 
＊ 客室乗務員の座席も後方(゜o゜) 
＊ タッチパネルで照明や音響を操作できる♪ 
＊ LED ライトで機内が明る～い！ 
  などなど・・・DHC８とは“一人乗務”とういうこと以外何もかもが違っていて、初めて見た時、 
  客室部の皆でワァーキャー言って騒いでいたのを思い出します(笑) 
  不安はあったものの、この ATR に乗務すること、また、お客様のお目に触れることが楽しみで、 
  就航までの期間があっという間に過ぎていきました♪ 
  ＊＊＊＊＊＊ 
  この“ATR みぞか”が就航開始してもう９カ月ほどが経ちました・・・ 
  この先も一緒に長く頑張っていくために、この１機の“みぞか”を大切にしていきたいと思います☆ 
 
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリスマスサービス 

今年も、 

12月 24日・25日 

ご搭乗のお子様へ 

ささやかではござい

ますが、プレゼント

をご用意致します。 

お楽しみに～✿✿✿ 


